
2022年 6月下旬～7月初めに記録的な高温をもたらした大気の流れの特徴 

竹村 和人・南 敦・佐藤 均（気象庁 大気海洋部 気候情報課） 
 

1. はじめに 
2022年 6月下旬から 7月初めにかけて、東・

西日本を中心に記録的な高温となった（第 1
図）。この期間には、最高気温 35℃以上の猛暑
日を観測した地点が大幅に増加し、7/1 頃を中
心に最高気温が 40℃以上となった地点もあっ
た。連日の顕著な高温に伴い、熱中症による救

急搬送者数もかなり多くなり（総務省消防庁 
2022）、社会・経済活動にも影響を及ぼした。 

6 月下旬の平均気温平年差は、東日本では
+4.0℃、西日本では+3.2℃となり、1946 年の統
計開始以降では最も高く、北日本でも第 2 位の
高温（+2.9℃）となった。6/23～7/2 の期間にお
ける平均気温・降水量・日照時間の分布を見る

と（第 2 図）、東・西日本では高温・少雨・多照、
北日本では高温・多雨・寡照となった。ここでは

記録的な高温と関連する大気循環場の特徴に

着目し、2022年 8月 22日に開催した異常気象
分析検討会での検討結果も含めて報告する。 
解析に用いた大気循環場データは JRA-55

（Kobayashi et al., 2015）、外向き長波放射量
（OLR）は米国海洋大気庁（NOAA）より提供さ
れたデータ（Liebmann and Smith, 1996）、海面
水温（SST）はCOBE-SST（Ishii et al., 2005）であ
る。また、平年値は 1991～2020年の 30年平均
値、偏差は平年値からのずれで定義した。 
 

 
第 1 図 東・西日本における平均気温平年差の
時系列 
2022 年夏（6～8 月）の期間における 5 日移動平
均した平年差（℃）。 

 

 
第 2図 2022年 6月 23日～7月 2日の期間で
の平均気温、降水量、日照時間の平年差（比） 
単位は、平均気温平年差は℃、降水量・日照時
間平年比は%。 

 
2. 大気循環場の特徴 
初めに、高温となった期間について、前半

（6/23～27）及び後半（6/28～7/2）に分けて平均
した対流圏上・下層の大気循環場を第3図に示
す。対流圏上層では、両期間ともにユーラシア

大陸上のアジアジェット気流に沿う波列パター

ンが見られ、シルクロードパターン（Enomoto et 
al. 2003, Enomoto 2004）が卓越している（第 3図
(a), (c)）。この波列パターンに伴って、日本付近
～その東海上の上層では高気圧性循環偏差が

持続した。上層の高気圧性循環偏差に関連し

て、期間の前半には、本州付近～その南海上

の対流圏下層でも高気圧性循環偏差となり、太

平洋高気圧の本州付近への張り出しが強まっ

た（第 3 図(b)）。期間の後半には、フィリピン付
近での対流活動の活発化（第 3図(d)の陰影）に
関連して、太平洋・日本（PJ）パターン（Nitta  
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第 4図 6/27～7/1平均の大気循環場 
陰影は 360K等温位面渦位（単位: PVU）、紫線はOLR
負偏差域（20W/m2間隔）。 

 
1987, Kosaka and Nakamura 2006）が発現し、太
平洋高気圧の日本付近への張り出しの持続に

寄与したとみられる。 
次に、対流圏上層の循環場とフィリピン付近

での活発な対流活動との関連を調べるため、

6/27～7/1の期間における 360K渦位及びOLR
偏差の分布を第 4 図に示す。日本付近での上
層の高気圧性循環偏差に関連して、ロスビー波

の砕波が生じ、高渦位気塊が北西太平洋亜熱

帯域へ進入している（第 4図の陰影）。この高渦
位気塊の進入に対応して、フィリピン付近で対

流活動が活発化し、PJ パターンの発現に寄与
したと考えられる（Takemura and Mukougawa 
2020）。また、フィリピン付近の活発な対流活動
に関連して、台風第 3号、第 4号も発生した（図
省略）。 

 
3. 循環場の顕著さ 
日本付近の対流圏上・下層で発達した高気

圧性循環偏差の強さを過去と比較するため、日

本付近（上層は 35–45oN, 125–150oE（第 5 図
(a)）、下層は 30–40oN, 125–150oE（第 5図(c)））
で領域平均した 5 日移動平均相対渦度の時系
列を、第 5図(b)及び(d)に示す。第 5図(b)より、
上層の高気圧性循環は特に、高温となった期

間の後半に過去の同時期と比べて最も強化し

たことが分かる。また、下層の高気圧性循環も 

 
第 3図 （上段）6/23～6/27平均及び（下段）6/28～7/2平均の大気循環場 
左図は 200hPa、右図は 850hPa。等値線は流線関数平年偏差（200hPa は 5×106m2/s 間隔、850hPa は 2.5×106m2/s

間隔）、陰影はOLR平年偏差（単位: W/m2）。矢印は波の活動度フラックス（単位: m2/s2、Takaya and Nakamura 2001）。

図中の”H”及び“L”はそれぞれ、高気圧及び低気圧性循環偏差の凡その中心位置を表す。 
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期間の後半にピークを示し、過去の同時期と比

べて最も強く、さらには太平洋高気圧の勢力が

気候学的に最も強い 8 月上旬頃における記録
にも匹敵する強さを示している（第 5 図(d)）。ま
た、フィリピン付近（第 5 図(e)）で平均した OLR
も、期間の後半に極小値を示しており、対流活

動も過去の同時期と比べて最も強かったことを

示している。 

次に、特定の位相を持つシルクロードパター

ンの振幅を過去と比較するため、ユーラシア大

陸における 200hPa 南北風偏差の第 1, 2 主成
分の空間パターン（第6図(a)及び(b)、Kosaka et 
al. 2009）に投影したスコアの位相ダイアグラムを
第 6 図(c)に示す。高温となった期間の後半頃
（7/1）には、過去と比較して記録的ではないも
のの、顕著な振幅を示している凡そθ= 45o 付

近の位相を持つシルクロードパターンが顕著に 

 

 

第 5図 6/1～8/31の期間における 5日移動平均の領域平均時系列 
上段は 200hPa相対渦度、中段は 850hPa相対渦度（単位: 10-5 s-1）、下段は OLR（単位: W/m2）。左図は平年偏差の分

布で、枠域は時系列図における平均領域を示す。右図は時系列で、赤線は 2022年、緑破線は平年値、灰色線は(b)及
び(d)は 1958年、(f)は 1979年以降の各年。 
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第 6図 シルクロードパターンの位相別の振幅 
(a, b) は 20–60oN, 30–130oEの領域における 200hPa南
北風偏差の(a)第 1及び(b)第 2 主成分の空間パターン
（単位: m/s）。図中の”H”及び“L”はそれぞれ、高気圧
及び低気圧性循環偏差の凡その中心位置を表す。主

成分分析を用いたシルクロードパターンの抽出手法は

Kosaka et al. (2009)に基づく。(c)は 5 日移動平均
200hPa 南北風偏差の、第 1主成分スコア（横軸）と第 2
主成分スコア（縦軸）で張られる位相ダイアグラム。赤線

は 2022 年、緑破線は平年値、灰色線は 1958 年以降
の各年における 6/21～7/10の期間における推移。 

 
増幅している。 
これらの結果より、東・西日本を中心とする記

録的な高温は、シルクロードパターンやフィリピ

ン付近での活発な対流活動、及びそれに関連

する日本付近での高気圧性循環偏差が、顕著

な振幅で発現したことによってもたらされたと考

えられる。 

 

 

 
第 7 図 6/23～7/2 平均の循環偏差による日本
の天候への影響 
(a) は 850hPa 水平風偏差に伴う気温平年値の移流に
よる気温変化率、(b)は 850hPa 鉛直風に伴う断熱加熱
による気温変化率（陰影；単位: K/day）。(a)の矢印は水
平風偏差（単位: m/s）、緑線は気温平年値（単位: K）を
表す。(c) は 1000～300hPaで鉛直積算した水蒸気フラ
ックス（矢印；単位: kg/m/s）及びその収束発散（陰影；単
位: kg/m2/s）。図中の”H”は、高気圧性循環偏差の凡そ
の中心位置を表す。 
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4. 循環偏差による日本の天候への影響 
日本付近へ強く張り出した太平洋高気圧に

伴う天候への影響を調べるため、850hPa 熱収
支及び鉛直積算水蒸気フラックスを解析した

（第 7図）。 
対流圏下層では、本州付近に中心を持つ下

層の高気圧性循環偏差の西～北縁に沿って南

からの暖気が流入しており（第 7図(a)）、北日本
及び東・西日本の一部地域における気温の上

昇に寄与している。また、高気圧圏内での強い

下降流に伴う断熱昇温が、東・西日本を中心に

明瞭であり（第 7 図(b)）、この効果もまた高温に
寄与していることが分かる。 
一方、第 7 図(c)に示した鉛直積算水蒸気フ

ラックスの分布より、下層の高気圧性循環偏差

の西～北縁に沿って湿った空気が北日本に向

かって流入・収束しており、北日本での多雨・寡

照（第 2図）と対応している。 
 

5. その他の高温をもたらす背景として考えら
れる要因 

記録的な高温をもたらしたその他の背景要因

として、2020 年夏以降継続するラニーニャ傾向、
及び地球温暖化が挙げられる（図は省略）。 

2020年夏から2021年春にかけて、及び2021
年秋以降にラニーニャ現象が発生しており、

中・東部太平洋赤道域では海面水温が平年と

比べて低い状態が 2 年程度持続している。また、
2020, 2021 年夏～秋及び 2022 年夏以降は負
のインド洋ダイポールモード現象も発生してい

る（2022 年 12 月現在）。持続するラニーニャ傾
向に対応して、北半球中緯度帯では海面水温・

対流圏の気温ともに高い状態で推移しており、

今回の記録的な高温における気温の底上げに

寄与した可能性がある。 
これに加えて、地球温暖化に伴って全球的

に気温の上昇傾向が続いていることもまた、記

録的な高温の底上げに寄与したと考えられる

（文部科学省と気象庁気象研究所 2022）。 

6. まとめ 
2022年 6月下旬から 7月初めにかけて、東・

西日本を中心に記録的な高温となり、6 月下旬
の東・西日本での平均気温は 1946年の統計開
始以降で最も高かった。高温となった期間では、

シルクロードパターンに伴って日本付近の対流

圏上層に高気圧性循環偏差が形成され、太平

洋高気圧の本州付近への強い張り出しに寄与

した。また、高温期間の後半には、フィリピン付

近での対流活動の強化に伴って PJ パターンが
発現し、太平洋高気圧の張り出しの持続に寄

与した。期間の後半には、ロスビー波の砕波に

伴って、高渦位気塊が北西太平洋亜熱帯域へ

進入し、フィリピン付近での活発な対流活動や

PJ パターンの発現に寄与したと考えられる。日
本付近の対流圏上・下層での高気圧及びフィリ

ピン付近での対流活動の強さは、同時期として

は過去と比べて最も強かった。また、特定の位

相を持つシルクロードパターンの振幅も、過去

の同時期と比較して顕著だった。このほか、

2020年夏頃から続くラニーニャ傾向に伴って北
半球中緯度帯で大気・海面水温ともに顕著な

高温が持続していることや、地球温暖化に伴っ

て全球の気温が上昇傾向にあることも、記録的

な高温の背景となった可能性が考えられる。 
異常気象分析検討会では、これらの解析結

果を踏まえて、記録的な高温をもたらした大規

模な大気の流れの特徴について、第 8図のとお
り纏めた。 
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第 8図 2022年 6月下旬～7月初めに記録的な高温をもたらした大規模な大気の流れに関する模式図 
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